
乳幼児期の子どもをもつ母親への子育て支援と
援助要請に関する研究

研究テーマ

乳幼児の子どもを育てる母親において、必要な時に他者に援助を
求めることは重要です。本研究では、乳幼児を育てる母親の「被
援助志向性(援助を求めるかどうかについての認知的枠組み)」につ
いて着目し、育児不安や育児負担感との関連について研究してい
ます。

概要

近年、核家族化や地域とのつながりの希薄化により、子育て世代
が社会的に孤立しやすく、育児不安や育児負担感を抱え込みやす
い状況にあります。現在、子育て支援制度は充実しているものの、
援助要請に対しての抵抗感などから、支援につながりにくい親も
存在しています。
本研究では、乳幼児期の子どもを育てる母親の「被援助志向性」
に着目し、育児不安や育児負担感、社会背景との関連について検
討し、必要時に援助を求めながら子育てできる支援のあり方につ
いて検討しています。

具体的な内容

information

看護（小児看護学）助手／ 原口優美

領域・氏名

キーワード： 子育て、母親、援助要請

https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-yuumi/
https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-yuumi/

	スライド 1

